
＜様式１＞

平成　29年　09月　05日

国土交通大臣　　殿

※）

【平成２９年度】

日付以外は、様式2-1からリンクする為、入力は必要はありません。

直近採択グループ番号

地域型住宅グリーン化事業　適用申請書

本申請書の内容により、地域型住宅グリーン化事業の適用を申請します。
この申請書及び添付資料に記載の事項は、事実に相違ありません。

地域型住宅の名称 環境負荷の低減による超寿命新民家

グループの名称 一般社団法人全国新民家推進協会

--

事務局郵便番号

（グループ代表者）

代表者名 川上　幸生 代表者印

代表者所属先

代表者所在地

代表者電話番号

（グループ事務局）

事務局事業者名

東京都港区北青山2-7-26

03-6860-6906

107-0061

事務局担当者名

025-201-7989

shinminkagg@gmail.com

事務局電話番号

事務局FAX

事務局担当者E-mail

事務局所在地

一般社団法人全国新民家推進協会

東京都港区北青山2-7-26

03-6890-0989

一般社団法人全国優良工務店支援協会

大沼　勝志 印



＜地域型住宅の生産体制＞ ＜様式２－１＞

１．地域型住宅の名称（必須）

２．グループの名称(必須）

３．直近採択グループ番号（必須）

４．地域型住宅供給対象地域（必須）

５．結成年（必須） 年

６．グループ代表者名（必須）

７．グループ代表者の所属先（必須）

８．グループ代表者所在地（必須）

９．グループ代表者電話番号（必須）

１０．グループ事務局事業者名（必須）

１１．グループ事務局担当者名（必須）

１２．グループ事務局郵便番号（必須）

１３．グループ事務局所在地（必須）

１４．グループ事務局電話番号（必須）

１５．グループ事務局FAX番号（必須）

１６．グループ事務局担当者E-mail（必須）

Ⅰ．原木供給

Ⅱ．製材・集成材製造・合板製造

Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く)

Ⅳ．プレカット

Ⅴ．設計

Ⅵ．施工

Ⅶ．木材を扱わない流通

Ⅷ．Ⅰ～Ⅶ以外の業種

番号記入欄

■ 3
□ 3
□ 2
■ 2
□ 2
□ 2

1

全国

全国

全国

国内

国外

国外

国内

国内

国内

合法木材証明制度を利用する

合法木材証明制度を利用する

PEFC認証制度を利用する

SGEC認証制度を利用する

FSC認証制度を利用する

FIPC認証制度を利用する

全国

国外

国外

2017

一般社団法人全国新民家推進協会

大沼　勝志

107-0061

東京都港区北青山2-7-26

03-6860-6906

025-201-7989

環境負荷の低減による超寿命新民家

一般社団法人全国新民家推進協会

--

全国

川上　幸生

東京都港区北青山2-7-26

03-6890-0989

一般社団法人全国優良工務店支援協会

5

shinminkagg@gmail.com

（構成員数）   （構成員を含まない理由）

6

1

5

2 新民家のブランドコンセプトとしてハンドプレカット（手刻み）を推奨しているため

認証制度等の名称
※以下該当の1、2、3の番号を番号記入欄に記入してください。
　1.都道府県の産地認証制度等によるもの
　2.民間の第三者機関による認証制度(FSC、PEFC、SGEC等)
　3.林野庁作成の「木材・木材製品の合法性、持続可能性のため
     のガイドライン(平成18年2月)に基づき合法性が証明されるもの
　4.クリーンウッドに基づき合法であることが確認された木材・木材
     製品（合法伐採木材等証明）

2

5

国内・国外

福岡県産木材 福岡県産木材認証事業体認定

0

地域材の産地

          

Ａ．使用する地域材に関する事項　（必須）

対象となる地域材の名称

福岡県 国内



0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

2 戸

2 戸

0 戸

3 戸

3 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

2 戸

2 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 棟

0 ㎡

0 棟

0 ㎡

D．当提案が採択された場合の各住宅事業者に
　　おける補助対象戸数の配分ルール　（必須）

戸 戸 戸

戸 戸 戸

戸 戸 戸

戸 戸 戸

戸 戸 戸

戸 戸 戸

戸 戸 戸

戸 戸 戸

棟 棟 戸

㎡ ㎡ ㎡

完了実績（竣工予定含む）戸数

当初予算　採択戸数 交付申請戸数 完了実績（竣工予定含む）戸数

交付申請戸数

補正予算　採択戸数

完了実績（竣工予定含む）棟数

完了実績（竣工予定含む）戸数

当初予算　採択戸数 交付申請戸数 完了実績（竣工予定含む）戸数

補正予算　採択戸数 交付申請戸数

補正予算　採択戸数

補正予算　採択戸数 交付申請戸数

当初予算　採択戸数 交付申請戸数

当初予算　採択床面積 交付申請床面積

当初予算　 　採択棟数 交付申請戸数

交付申請戸数

当初予算　採択戸数 交付申請戸数

高度省エネ型（性能向上計画認定住宅）

完了実績（竣工予定含む）戸数

完了実績（竣工予定含む）戸数

完了実績（竣工予定含む）戸数

加算
申請

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

申請が未確定（上限100万円）

各工務店に最低1戸を割り振る。追加要請を含め、各工務店の限度戸数内で先着順に配分する。

高度省エネ型（ゼロ・エネルギー）

経験工務店（4戸（8戸）以上）による申請戸数

申請が確実（上限150万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

申請が未確定（上限150万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

加算
申請

加算
申請

申請が確実（上限100万円）

長寿命型（長期優良住宅）

経験工務店による申請戸数

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

加算
申請 上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

申請が確実（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

申請が確実（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

長寿命型（長期優良住宅）

申請が確実（上限165万円）

申請が未確定（上限165万円）

 Ｂ．平成２９年度における補助対象の木

造住宅

      の申請要望戸数、地域材加算要望戸

数、

      三世代同居対応加算要望戸数 （必須）

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

申請が未確定（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

申請が確実（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

申請が未確定（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

E．平成２８年度の執行状況（必須）

優良建築物型

高度省エネ型（ゼロ・エネルギー住宅）

完了実績（竣工予定含む）戸数

C．平成２９年度当初予算における補助対象の
　　優良建築物の申請要望棟数及び床面積

完了実績（竣工予定含む）床面積

高度省エネ型（認定低炭素住宅）

長寿命型（長期優良住宅）

未経験工務店による申請戸数

高度省エネ型
（認定低炭素住宅）の申請戸数

高度省エネ型
（性能向上計画認定住宅）の申請戸数

高度省エネ型（ゼロ・エネルギー）

未経験工務店（4戸（8戸）未満）による申請戸数

申請が未確定（上限100万円）

優良建築物の申請棟数

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

申請が未確定

申請が確実 



＜様式 2-2・Ⅰ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

22 Ⅰ - 6 杉山製材所 421-2221

40 Ⅰ - 8 福岡県八女森林組合 834-0012

16 Ⅰ - 11 富山県森林組合連合会 930-2226

24 Ⅰ - 15 松阪地区木材協同組合 515-0088

16 Ⅰ - 16 富山県西部森林組合 939-1732

45 Ⅰ - 21 木脇産業株式会社 885-1105

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅰ．原木供給（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に原木供給者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて原木供給者を含まないことがある場合の理由

電話番号

054-207-2011静岡県静岡市葵区中沢50-2

構成員
番号

所在地

福岡県八女市山内1060-3 0943-23-2112

富山県富山市八町6931 076-434-3351

三重県松阪市木の郷町18番地 0598-60-2222

富山県南砺市荒木1230番地 0763-52-0670

0986-36-0533宮崎県都城市丸谷町458番地

Ⅰ．原木供給



＜様式 2-2・Ⅱ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

40 Ⅱ - 4 山口製材所 834-1103

22 Ⅱ - 6 杉山製材所 421-2221

46 Ⅱ - 9 株式会社マルヒラ 891-0115

46 Ⅱ - 10 株式会社福田木材 890-0021

16 Ⅱ - 12 野村木材株式会社 932-0211

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅱ．製材・集成材・合板製造（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に製材・集成材・合板製造業者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて製材・集成材・合板製造業者を含まないことがある場合の理由

構成員
番号

所在地 電話番号

福岡県八女市上陽町久木原1016-1 0943-54-2200

静岡県静岡市葵区中沢50-2 054-207-2011

鹿児島県鹿児島市東開町4-18

Ⅱ．製材・集成材・合板製造

鹿児島県鹿児島市小野3丁目30-5 099-295-6210

富山県南砺市井波3222 0763-82-0870

099-268-3171



＜様式 2-2・Ⅲ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

46 Ⅲ - 10 株式会社福田木材 890-0021

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く、長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に建材流通（木材を扱わない事業者を除く）を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて建材流通（木材を扱わない事業者を除く）を含まないことがある場合の理由

構成員
番号

所在地 電話番号

鹿児島県鹿児島市小野3丁目30-5 099-295-6210

Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く）



＜様式 2-2・Ⅳ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

22 Ⅳ - 1 すまい工房　有限会社三ツ井工務店 424-0858

46 Ⅳ - 9 株式会社マルヒラ 891-0115

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ．プレカット

＜グループ構成員記入用リスト＞　Ⅳ．プレカット（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員にプレカット事業者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいてプレカット事業者を含まないことがある場合の理由

新民家のブランドコンセプトとしてハンドプレカット（手刻み）を推奨しているため

構成員
番号

所在地 電話番号

静岡県静岡市清水区大沢町10-22 054-352-9808

鹿児島県鹿児島市東開町4-18 099-268-3171



＜様式 2-2・Ⅴ＞

○ ○

22 Ⅴ - 13 三ツ井工務店二級建築士事務所 424-0858 ○

46 Ⅴ - 14 株式会社建築工房work・space設計事務所 891-0175 ○

40 Ⅴ - 20 立石建築設計事務所 834-0115 ○

22 Ⅴ - 22 株式会社富田工務店一級建築士事務所 428-0313 ○

16 Ⅴ - 23 株式会社笹川建築設計事務所 939-0302 ○

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

鹿児島県鹿児島市桜ケ丘2丁目2番地16 099-297-6042

福岡県八女郡広川町新代1916-2 0943-32-5017

静岡県榛原郡川根本町上長尾856-7 0547-56-0248

富山県射水市大江436番地 0766-55-3515

静岡県静岡市清水区大沢町10-22 054-352-9808

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅴ．設計（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に設計事業者を含まない場合、その理由

県
番号

省エネ
講習

修了済

Ⅴ．設計

省エネ
講習
受講
予定

構成員
番号

事業者名 代表者名 郵便番号 所在地 電話番号



＜様式 2-2・Ⅵ-1＞

22 Ⅵ - 1 すまい工房　有限会社三ツ井工務店 424-0858 ○

16 Ⅵ - 2 株式会社笹川建築 939-0302 ○

46 Ⅵ - 3 株式会社建築工房work・space 891-0175 ○

22 Ⅵ - 5 株式会社富田工務店 428-0313 ○

40 Ⅵ - 17 井上建築 834-1102 ○

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅵ．施工-1（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

県
番号

構成員
番号

事業者
番号

事業者名 代表者名 郵便番号 所在地 電話番号
省エネ
講習

修了済

省エネ
講習
受講
予定

Ⅵ．施工-1（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通） 5 ○ ○

静岡県静岡市清水区大沢町10-22 054-352-9808

富山県射水市大江436番地 0766-55-3515

鹿児島県鹿児島市桜ケ丘2丁目2番地16 099-297-6042

静岡県榛原郡川根本町上長尾856-7 0547-56-0248

福岡県八女市上陽町北川内3833-1 0943-54-3731



＜様式 2-2・Ⅵ-2＞

県
番号

事業者
番号

事業者名
被災地
に該当

ZEHビ
ルダー
に該当

BELS工
務店に
該当

○ ○

22 Ⅵ - 1 すまい工房　有限会社三ツ井工務店 0 戸 3 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

16 Ⅵ - 2 株式会社笹川建築 3 戸 9 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

46 Ⅵ - 3 株式会社建築工房work・space 0 戸 4 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

22 Ⅵ - 5 株式会社富田工務店 2 戸 6 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

40 Ⅵ - 17 井上建築 2 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅵ． 施工－2 （長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

構成員
番号

平成28年（1月～12月）の元請実績及び直近3年の年平均元請実績
補助金
の活用
実績

Ⅵ．施工-2
元請の

新築住宅供給戸数
優良建築物の

着工床面積の実績
長期優
良住宅

ゼロエ
ネ住宅

Ｈ28年実績 直近3年平均 Ｈ28年実績 直近3年平均 Ｈ28年実績 直近3年平均 Ｈ28年実績 直近3年平均

○
うち木造長期優良住宅

の実績
うち木造認定低炭素住宅

の実績
うち木造ゼロエネ住宅

の実績

Ｈ28年実績 直近3年平均

○ ○



＜様式 2-2・Ⅶ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅶ．木材を扱わない流通

構成員
番号

所在地 電話番号

Ⅶ．木材を扱わない流通



＜様式 2-2・Ⅷ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

13 Ⅷ - 18 一般社団法人全国新民家推進協会 107-0061

13 Ⅷ - 19 一般社団法人全国優良工務店支援協会 107-0061

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ．Ⅰ～Ⅶ以外の業種

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅷ．Ⅰ～Ⅶ以外の業種（畳、瓦、襖等の住宅資材の供給事業者等）

構成員
番号

所在地 電話番号

東京都港区北青山2-7-26 03-6890-0989

東京都港区北青山2-7-26 03-6890-6906



＜様式３－１＞

年

◎、○
記入欄

○

◎

◎

◎

◎、○
記入欄

a
①-1 用材の寸法規格化 ■ □

①-2 使用建材の統一 □ ■ ◎

①-3 標準仕様の設定 ■ □

②-1 建材・資材調達の共同化 ■ □

②-2 調達事務の合理化 ■ □

③
生産の合理化等に向けた
検討委員会等の設置 □ ■

④
生産の合理化等に向けて
事務局が果たす役割 □ ■

b.
①

グループの信頼性向上に
向けた施工基準 □ ■ ○

②
グループの信頼性向上に
向けた検査ルール ■ □

③
グループの信頼性向上に
向けた見積・積算のルー
ル

■ □

④
グループの信頼性向上に
向けたその他の具体的取
組

□ ■ ○

※）

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型共通）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

環境負荷の低減による超寿命新民家 全国

２．グループの名称・結成年（必須）
(グループの名称） （結成年）

一般社団法人全国新民家推進協会 2017
３．過去のグリーン化事業採択グループ番号（必須） --
４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み　※記入した内容において「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
                                                                                    ※住宅と建築物（非住宅）の両方を申請する場合において、取組に違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

ア．特徴ある地域型住宅の目標設定

【平成29年度対応方針】

①地域の気候・風土等に根差し
   た地域型住宅の重視する性能

長期優良住宅基準を前提に耐震性能、断熱性能を重要視する。断熱性能に関しては、気象条件に見合ったエネルギー性能（消費量）を適
切に策定するために当初は4地域もしくは5地域に消費量を合わせる必要があると思うが、それ以外の地域に関してはグループの検討課
題として各地域に合わせた基準数値設定を中長期的に策定する。

②地域の気候・風土等に根差し
   た地域型住宅の建て方や様式

在来工法を軸に、構造材は基本的にハンドプレカット（手刻み）を推奨する。ハンドプレカット技術の保存・向上・育成を促進する。需給バラ
ンスを考慮して地域材と合法木材の使用を認めるが、大前提として古民家を解体して得た古材を随所に用いる様式を構築する。

③地域の気候・風土等に根差した
　 地域型住宅のデザインルール

物理的に経年劣化の起こりにくいデザインを重視しつつ、長期循環型社会構築を達成できるデザインを推奨して構築する。古材のあらわし
を多様し、懐古的で普遍的な建築文化を維持できるようなデザインとし、そのルールを推敲していく。

④ ①～③の背景

各地域の気候差異が顕著ゆえに、数値基準の設定は要調整。様式や建て方、意匠性に関しては、日本独自の和風建築文化を軸に古材
を活用することで得られる日本独自文化が育んだ美意識への懐古をベースコンセプトとして広く普及を図りたいと考えている。真壁の採用
や漆喰塗り、その他梁（古材）のあらわしなどを随所にちりばめることで、精神的に落ち着く空間作りと飽きない意匠性をご提供することで
長期循環型社会の構築を目指しているため。

⑤その他
　※上記項目以外でグループ独自
　　　のルール・目標があれば記入
       してください。

イ．効率的な住宅生産体制の整備

【平成29年度対応方針】

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

県産材認証証明を取得できる木材と一部合法木材の併用使用を認め、主要構造部で
60％以上を使用する。その他、主要構造部で古材の活用を促進させ、その理念を共有す
る。

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：
技術部会を設置し、基準以上の外皮性能・気密性能を確保できるように研修と情報共有
を技術委員会を通じて実践する。資材調達共同化、調達事務合理化は中長期的検討課
題とする。

ない ある　 → 内容：

総務委員会と技術委員会を定期的に開催できるように支援し、すべての会員が同一ベク
トルで新民家ブランドを確立できるようにサポートしていく。

ない ある　 → 内容：
新民家では長期優良住宅基準として必要なUA値を各地域区分での最低必要数値より1ラ
ンク上げた数値を達成目標数値として採用し、共有する。

ない ある　 → 内容：

ない ある　 → 内容：

行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

ない ある　 → 内容：
リリース済の新民家ブランドHPによる認知。加えて全国の会員が共通して使用できるよう
なパンフレットの作成を検討。

その他
   ※上記項目以外でグループ独自
　　   のルール・目標があれば記入
        してください。



＜様式３－２＞

年

◎、○
記入欄

a

① 住宅履歴情報の蓄積 ◎

①-1 内容・蓄積の共通ルール ■ □

①-2 情報サービス機関の活用 ■ □

①-3 履歴情報蓄積の確認手法 ■ □

② メンテナンス基準の整備

②-1 点検の共通ルール ■ □

②-2 補修の共通ルール ■ □

②-3 点検補修実施の確認手法 ■ □

③ 住まいの管理

③-1 住まい管理勉強会の実施 □ ■ ◎

③-2 DIY体験会等の実施 ■ □

③-3 その他の相談会等の実施 □ ■ ○

④ 維持管理委員会等の設置 □ ■ ○

⑤ その他の維持管理の手法 ■ □

b
①

グループ構成員の倒産廃業
時のバックアップルール □ ■ ○

②
過去の瑕疵内容等に学ぶ
勉強会の実施 □ ■ ○

◎、○
記入欄

a
①

未経験工務店等への施工
技術研修会等の開催 □ ■ ○

②-1
品質管理のための共通
ルール ■ □

②-2
上記共通ルールが守られ
ていることの確認手法 ■ □

③-1 需給計画の策定 ■ □

③-2
技術力向上のための中長
期的な計画 □ ■ ◎

④
③に基づく業種ごとの合
理化の取組 □ ■ ○

b
①-1

省エネ技術講習会への施
工事業者社員の参加人数 ◎

①-2
省エネ技術講習会への請
負技能者等の参加人数

②
省エネ技術講習会への参
加促進のための取組 □ ■ ◎

ｃ
① 新たな技術等の導入 ■ □

② 新たな技術等の開発 ■ □

※）

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型共通）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

環境負荷の低減による超寿命新民家 全国

２．グループの名称・結成年月（必須）
(グループの名称） （結成年）

一般社団法人全国新民家推進協会 2017
３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須） --
４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み　※記入した内容おいて「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
                                                                                    ※住宅と建築物（非住宅））の両方を申請する場合において、取組に違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

ウ．長期にわたる住宅メンテナンス体制の整備

【平成29年度対応方針】

グループとして共通システムの採用を検討しており、グループとしてのルールは未策定です。来年度に向けて技術委員会を通じて決定予
定とします。

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容： 一般社団法人住教育推進機構（関連団体）と連携し、普及・啓蒙を図る。

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容： 経年劣化を逓減させるためのリフォームセミナー等を開催し、OB客の相談に応じる。

ない ある  → 内容： 技術委員会の下部組織として設け、会員間の知識・管理・施工情報を共有する。

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容： 本会会則【第14条】の二に準じる。

ない ある  → 内容： 技術委員会が定期委員会開催時に随時実施していく。

その他
　※上記項目以外でグループ独自
　　  のルール・目標があれば記入
       してください。

エ．グループの技術力の向上

【平成29年度対応方針】

ない ある  → 内容： 他会員の建築途中の見学会を開催すると共に、当該見学を通して技術基準を共有する。

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容： 当会で主催する「平成の大工棟梁検定」の開催を通じて、職人育成と技術継承を推進する。

内容： 講習会への参加意義を会員に認知してもらい、開催告知などの情報提供を実施する。

ない ある  → 内容： 木材加工分野でのみ、ハンドプレカット技術者の育成や工場の開設補助を通じて合理化を目指す。

昨年度までの終了者
数

今年度の参加目標人数9

行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容：

3

昨年度までの終了者
数

4 今年度の参加目標人数 2

その他
   ※上記項目以外でグループ独自
　　   のルール・目標があれば記入
        してください。

ない ある  →



＜様式３－３＞

年

◎、○
記入欄

a

①

地域材利用に関する

共通

ルール（必須）

◎

②
地域材利用の1棟当

たりの割合（必須）
□ ■ □

□ ■

□ ■

□ ■

■ □

■ □

■ □

④
地域材の流れ（フロー図）
などグループの取組に関
する補足説明

b
①-1 地域材在庫把握の仕組 □ ■ ○

①-2 地域材価格の共有の仕組 ■ □

②
グループ全体における地
域材の需給予測 ■ □

c
①-1 畳の活用 ■ □

①-2 和瓦の活用 □ ■ ○

①-3 襖の活用 □ ■ ○

①-4 障子の活用 □ ■ ○

②-1
その他地域の伝統的な素
材の活用 □ ■ ◎

②-2
その他地域の伝統的な意
匠の活用 □ ■ ◎

d
①

地域の伝統的なデザイン
を継承する取組 □ ■ ◎

②
地域の住まい方の継承に
つながる取組 □ ■ ○

③
地域の街並み形成へ寄与
する取組 □ ■ ◎

④
和の住まいの要素を取入
れた取組 □ ■ ○

◎、○
記入欄

○

○

※） 行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型共通）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

環境負荷の低減による超寿命新民家 全国

２．グループの名称・結成年月（必須）
(グループの名称） （結成年）

一般社団法人全国新民家推進協会 2017
３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須）

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み　※記入した内容において「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
                                                                                    ※住宅と建築物（非住宅））の両方を申請する場合において、取組に違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

オ．地域の産業・住文化・景観等への寄与

【平成29年度対応方針】

--

各県で産出された産地証明書取得が出来る桧・杉材と合法証明取得が出来る合法木材を使用すること。

50％未満 50％以上 80％以上

梁・桁等の横架材等： 使用していない

羽柄材
③

標準的な地域材の使

用部位 （必須）

土台： 使用していない

柱： 使用していない

間柱、根太、垂木等： 使用していない

造作材 枠材、廻縁等： 使用していない

◎

板材 壁板、床板等： 使用していない

ない ある  → 内容： 定期的に施工店が製材所に確認し、専用書式にて事務局へフィードバックすること。

ない ある  → 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容： 今年度の使用予定枚数：約120坪

行っていない 行っている→ 内容： 今年度の使用予定枚数：約40枚

行っていない 行っている→ 内容： 今年度の使用予定枚数：約30枚

行っていない 行っている→ 内容： 古民家の解体にて得られる古材の活用

行っていない 行っている→ 内容： 真壁、漆喰塗り（内・外）を積極的に採用

行っていない 行っている→ 内容： 伝統工法研究の成果を取り入れ、日本文化と調和するデザインを提案する。

行っていない 行っている→ 内容：
一般社団法人住まい教育推進協会と連携し、「住教育」の観点からエンドユーザーへ長
期循環型社会を目指す「住まい方」の啓蒙活動を実施する。

行っていない 行っている→ 内容： 伝統工法研究の成果を取り入れ、日本文化と調和するデザインを提案する。

行っていない 行っている→ 内容： 伝統工法研究の成果を取り入れ、日本文化と調和するデザインを提案する。

その他
　※上記項目以外でグループ独自
　　  のルール・目標があれば記入
       してください。

カ．その他

【平成29年度対応方針】

東日本大震災の復興に資する取組

施工店が行う見学会や各種イベント開催時に東日本大震災の教訓を風化させないような取り組みを行います。また、耐震等級の数値の
みに囚われず、倒壊しない住宅を実現する施工技術の研究、金物接合文化を俯瞰しつつ取り組むハンドプレカット技術の可能性を追求し
て参ります。

平成28年熊本地震の復興に資する取
組

施工店が行う見学会や各種イベント開催時に東日本大震災の教訓を風化させないような取り組みを行います。また、耐震等級の数値の
みに囚われず、倒壊しない住宅を実現する施工技術の研究、金物接合文化を俯瞰しつつ取り組むハンドプレカット技術の可能性を追求し
て参ります。

使用している

使用している

使用している

使用している

使用している

使用している

主要構造材

原木供給者

原木供給者

【合法木材及び第三者認証木材】

【各県産材証明書】

製
材
事
業
者

プ
レ
カ
ッ
ト

事
業
者

※1

建
材
流
通
事
業
者

※2

中
小
工
務
店

ハ
ン
ド
プ
レ
カ
ッ
ト

[※1、2はハンドプレカット仕様の場合には商流に含めなくても良い]



＜様式３－４＞

年

※） 行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（高度省エネ型・優良建築物型のみ）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

環境負荷の低減による超寿命新民家 全国

２．グループの名称・結成年月（必須）
(グループの名称） （結成年）

一般社団法人全国新民家推進協会 2017
３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須）

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み

キ．グループが取組む木造住宅・建築物の特徴
　※この項目は、高度省エネ型、優良建築物型を申請するグループのみ記入してください。
　※申請に係る認定低炭素住宅、性能向上計画認定住宅、ゼロ・エネルギー住宅、優良建築物の性能や特徴等について記入してください。

--

認定低炭素住宅に関して、ゼロエネ住宅に代表されるエネルギー向上設備仕様に頼るのではなく、配置・通風・採光計画を十二分に検討し、

在来工法住宅自体の一定水準以上の性能を確保する。総じて、お客様が長期間に亘って快適に暮らせる家作りに取り組むこととする。

●通風計画では、シンプルな間取りをベースに高低差のある窓配置や通風ルートを入念にシュミレーションした窓配置を設計に取り入れ、

最大効果を得られるように計画する。

●採光計画では過度の照明設備に頼ることなく、日照角度を入念にシュミレーションした上で開口部を設けることで、最大効果を得られるように

計画する。

●断熱性能を最大限発揮できるような技術的な施工指導に加え、気密施工に関しても技術委員会にて推敲し、情報を共有し実践する。


